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201５年２月１日/５４号 
＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４(９時～17 時) 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる“地
域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午後です。 
 

すし、薪でもお世話になりました。 
大根おろしの餅は 

上記の感想をいただいた小林
喜美代さんは今年初めて参加さ
れ、何臼も｢手返し｣をして下さい
ました。(上の写真)例年、お雑煮、 

 

 

右；小林さん 

 お湯を張っておく等々…動い 
て下さった方々、又餅つき会に

参 参加された方々、たく 

さん来て下さいまし 

た。誘い合って声 
をかけて下さった。 

いつも“人が集まる 

だろうか“と心配するので 
すが、今回も杞憂に終わ 

って良かったです。 
 

 

 

 

終わっ 

   

   

   

   

 

 

 

 

でもう5回目となりました。当初、餅つ
き道具は全て借りていましたが、
年々少しずつ買い揃え、今年やっと借り

ずに実施することが出来ました。釜や
セイロや石臼はいただいたもので 

 

 

ひとが集まる場として 
 1 月 18 日は天気に恵まれ、絶好の
餅つき日和となりました。当日は朝 

日朝 早くから、段 

取りよく… 

薪を燃やし、 

釜にお湯をい 

れ、セイロに昨 

日準備した餅米
を入れ、臼に 

 

 

●
餅
つ
き
会
を
通
し
て 

やっと揃った！ 
餅つき会
は年に 1

度です。
｢さあ！こ
れからだ」
の意味合 

いを込めて、
ずっと新春に
取り組んで来 

ました。お陰さま 

 

   

   

 

  

 

 

 

よかった｣と言ってくれました。 
毎年、冬の寒い朝、湯気が立ち込め

る土間で餅をつき、｢来年もいい年に 

 

 

 

したけれど大地にびしっと張り付 
いている凍土のため、小学校低学 
年の私の力では大根が抜けず、何 
本抜いても土から上にある部分で 
折れてしまう。手は凍え、泥だら 

 

 
様で、｢そうか 
畑の土が緩んで
いる昼間に採っ 

ておいていたら 
 

けになりながら、数本抱えて持 
ち帰った。｢役に立たない子や｣と 
言われ、悲しくなりました。心身 
ともに冷たくなり､その年は泣き 
ながら大根餅を食べた。 
そのうち、父親は事情が分かった 

。 

 

 
久しぶりに、つきたての餅を大根

おろしにからませていただきました 
。｢ああ、美味しい｣と懐かしさと
嬉しさがこみ上げてきました。 
 
８歳くらいの冬の餅つきの際、

段取りが悪く、前日に大根おろし
にする大根を畑から抜いていなか 

ったのです。 
寒い朝まだ 

暗い時間に、 
大根を畑から 
抜いてくる役
割が私になり
ました。暗い
道を畑まで行
き、悪戦苦闘 

したいねえ｣と
家族そろって
賑やかに大根
餅をお腹いっ
ぱい食べた。 
餅つき会に参
加して、そんな 
ことを思い出
しました。 
 

 
小林喜美代 
 

mailto:yawata@marugotokan.net
http://marugotokan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜パソコン教室＞  基本的には毎週月曜日 10 時～12 時です 
２月２日、９日 、16 日、23 日パソコンを持って来て下さい。 
参加費用  300 円(コーヒーつき) 講師 吉田恒夫さん 

次月は３月２日、９日、16 日、23 日、30 日の予定です。 

<絵手紙講習会>   ちょっとゆったりしませんか。 
２月 11 日 (水)です。午後 1 時 30 分～  特に持ち物は要りません。
講師 森本玲子さん 参加費 450 円(コーヒーつき) 

次回は３月 11 日(水)です 

＜味噌作り講習会＞ 申し込みは終わっています。 
２月２６日(木)⒑時～13 時 30 分 講師は田頭千鶴子さんと安井富子
さん(使い捨て時代を考える会より) 参加費(昼食を共にします)５00円 

<七宝まり講習会> 
初回 2 月 27 日(金)⒑時～12 時  講師 古城千鶴さん 
持ち物についてはまるごと館にて後日お知らせ致し 
ます。興味を持たれた方はまるごと館まで連絡して 
ください。⒑人あまりになりましたら、締め切ります。 

小林さんありがとうございました。 

メールで送って下さった文章をお 

願いして載せました。折に触れ浮 
かんでくる記憶(?)って不思議です
ね。今のこどもたちのそれは果たし
てどうでしょうか。こういう餅つき
の風景など全くないかもしれませ
んね。また、いつでもまるごと館に
お越し下さい。   

 

 

＜あんなこと・こんなこと＞ 

 

今回は粒あんを作りました。思っ
たより簡単に出来たので、今度は
もう少し増やす予定です。又はじ
めて干しエビを入れて搗きまし
た。１回に２升近くを搗いたの
で、例年より早く出来ました。餅
はとても粘りがあって、美味しか
った‼ 

拘束されていた人質の方のこと
が気になっていました。危ない目
にあいながら、取材されていた。
何年か前、こども兵士の存在を知
りました。武器では何事も解決し
ないと思います。残念です。  

(うえたにじゅんこ) 

 

     

八幡まるごと館 ２月・３月の予定   

 

開催は月 1 回ですが、参加者の皆
さんはとても楽しみにされていま
す。今回は生の｢めばる｣が登場しま
した。講師の森本玲子さんはその
時々で季節を代表する植物等を大事
にされます。そういうこともとても 

楽しみな 

ことのひ 
とつです。 

作品は全てではあり
ませんが、掲示されて
いますので、まるごと館
までどうぞお越し下さい

 

＊ 

 

 

 

 

黄粉、大根おろしを用意して 

いたのですが、昨年大根おろ 

しの餅を食べる人がほとんど 

いませんでした。今年はやめ 

ようと思っていた矢先、小林 

さんの「食べたい」という、た 

っての希望で大根をおろし 

ました。搗きたての餅を 

大根のおろし汁につけ 

て大根おろしにか 

らませます。醤油 

も少し｡餅つき会が 

終わってから、残っ 

ていたおろし餅を食べて 

みたらとても美味しかった！これ 

を”辛味もち”というそうです。 

 

 

小林さんの大根おろし餅に対する
気持ちは何十年もの時を経て蘇って
きたと言ったら言い過ぎでしょうか。 

餅つきの風景は… 
 昔、大体どの家庭(何軒か合同もあ
った)でも年末餅つきをしていたよう
に思います。小林さんの文章から同
じような情景を思い出された方がき
っとおられるでしょう。 

正月３ヶ日までは女の人が家事を
しなくてもいいようにおせちや雑煮
を用意したと、子どもの頃ききまし
た。店も結構長く閉まっていました 

 

 

 

<１月にこんなことしました＞ 
＜絵手紙講習会＞1月１４日(水) 

＊  

 

 

 

 

ありがとうございました 

前日から準備のために来て下さった
方々、共に動いて下さった方々、参加者の
皆様ありがとうございました。とても楽し
かったです。来年もどうぞお越し下さい。 

 

から、保存食のような感じでした。 

現在はすっかり状況が変わっ
て、店は元旦から開いているし(働 
いている人には元旦もない)、餅だ 

って何だって美味しいかどうか等 

を問わなければ、スーパーでいつ 
でも売っている。昔、恒例だった年 

末の杵と臼での餅つきも自治会等
でやっているぐらいになりました。 

餅つき会を通して 
餅つき時わいわい言いながらの、 

皆さんのあの素早い連 

携プレーはとても貴重 

なものに思えます。 

お金を出せばだいたい 

のものが手に入る時代。 

それにどっぷり浸かっ 

てしまうと、徐々に人との交わりや食
への力を剥ぎ取られてしまうのでは
ないか。忙しい時もあるでしょうが、
『本当の豊かさというのは、自分の手足
を動 かす暮らしにある』(まるごと館た

より 48 号から)と思います。飛躍し
ているかもしれませんが、餅つき
会を通して思ったことです。 
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